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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自覚症状ごとに異なる自覚症状マークを予め記憶するマーク記憶手段と、
　診察対象の被検者の自覚症状を含む問診情報を受け付ける問診情報受付手段と、
　超音波の撮影対象となる前記被検者の部位を表すボディマークを表示手段に表示させ、
前記受け付けた問診情報に含まれる自覚症状に対応した自覚症状マークを前記マーク記憶
手段から取得して、前記ボディマーク上の操作者が指定した箇所に前記取得した自覚症状
マークを重ねて表示させる制御手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断支援システム。
【請求項２】
　前記制御手段は、複数のボディマークの一覧表と複数の自覚症状マークの一覧表を前記
表示手段に表示させ、前記操作者によって前記ボディマークの一覧表から選択されたボデ
ィマークを前記表示手段に表示させ、さらに、前記操作者によって前記自覚症状マークの
一覧表から選択された自覚症状マークを、前記選択されたボディマーク上の前記操作者が
指定した箇所に重ねて表示させることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断支援シス
テム。
【請求項３】
　前記被検者に対して超音波を送信し、前記被検者からの反射波に基づいて超音波画像デ
ータを生成する超音波画像データ生成手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記問診情報と前記ボディマーク上における前記自覚症状マークの位
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置を、前記生成された超音波画像データに関連付けて画像データ記憶手段に記憶させるこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の超音波診断支援システム。
【請求項４】
　前記制御手段は、操作者によって指定された超音波画像データを前記画像データ記憶手
段から取得して、前記指定された超音波画像データに基づく超音波画像を前記表示手段に
表示させ、さらに、前記指定された超音波画像データに関連付けられている問診情報に含
まれる自覚症状に対応した自覚症状マークを、前記ボディマーク上の前記関連付けられて
いる位置に表示させることを特徴とする請求項３に記載の超音波診断支援システム。
【請求項５】
　前記制御手段は、超音波画像に基づく前記被検者に対する診察の結果を受け付けて、前
記受け付けた診察の結果と前記問診情報とを関連付けて診察結果記憶手段に記憶させるこ
とを特徴とする請求項２から請求項４のいずれかに記載の超音波診断支援システム。
【請求項６】
　自覚症状ごとに異なる自覚症状マークを予め記憶するマーク記憶手段と、
　診察対象の被検者に対して超音波を送信し、前記被検者からの反射波に基づいて超音波
画像データを生成する超音波画像データ生成手段と、
　前記被検者の自覚症状を含む問診情報を受け付ける問診情報受付手段と、
　超音波の撮影対象となる前記被検者の部位を表すボディマークを表示手段に表示させ、
前記受け付けた問診情報に含まれる自覚症状に対応した自覚症状マークを前記マーク記憶
手段から取得して、前記ボディマーク上の操作者が指定した箇所に前記取得した自覚症状
マークを重ねて表示させる制御手段と、
　前記問診情報と前記ボディマーク上における前記自覚症状マークの位置を、前記生成さ
れた超音波画像データに関連付けて記憶する画像データ記憶手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　コンピュータに、
　診察対象の被検者から取得された前記被検者の自覚症状を含む問診情報を受け付ける問
診情報受付機能と、
　超音波の撮影対象となる部位を表すボディマークを表示手段に表示させ、前記問診情報
ごとに異なる自覚症状マークを予め記憶するマーク記憶手段から前記受け付けた問診情報
に含まれる自覚症状に対応する自覚症状マークを取得して、前記ボディマーク上の操作者
が指定した箇所に前記取得した自覚症状マークを重ねて表示させる制御機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波診断支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波画像を用いた診断を支援する超音波診断支援システム、超音波診断
装置、及び超音波診断支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、複数の超音波振動子を備えた超音波プローブを備え、その超音波プ
ローブによって被検体に対して超音波を送信し、被検体からの反射波を超音波プローブに
よって受波し、その反射波に基づいて撮影対象の断層像データなどの超音波画像データを
生成する。
【０００３】
　超音波診断装置によって取得された超音波画像は、医者などの診察者による診察に用い
られる。例えば、乳腺の検診などに超音波診断装置が用いられる（例えば特許文献１）。
ここで、超音波診断装置による乳腺検診を実施する場合について説明する。まず、検査者
は、被検者に対して、乳房におけるしこりの有無、はり、痛みなどの自覚症状の問診を行
う。そして、検査者は超音波診断装置によって被検者の乳房を撮影し、断層像データを取
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得する。このとき、被検者が自覚症状を訴えた箇所に対しては、複数箇所から撮影を行う
などして、より注意深く検査を行う。そして、検査の結果、検査者は、医者などの診察者
による診察が必要と判断した画像データを保存、又は画像をプリントアウトしておく。後
日、保存された画像、又はプリントアウトされた画像に基づいて、診察者（医者）が診察
を行い、診察の結果を被検者に連絡する。
【０００４】
　以上のように、超音波診断装置による検診は、検査者による問診、超音波による撮影、
診察者（医者）による診察によって行われる。また、超音波診断装置による乳腺検診では
集団検診が行われ、検査者は複数の被検者を次々と問診、超音波による撮影を行う。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３０５３３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、被検者が複数の自覚症状を訴えた場合、検査者はそれら複数の自覚症状
を聞き分けて検査を行う必要があるがあるため、検査者の負担が増し、自覚症状や訴えた
箇所を間違えたり、検査すべき箇所を検査し忘れたりするおそれがある。
【０００７】
　また、検査者と診察者（医者）が同一人物でない場合、診察者が被検者を診察するとき
に、被検者が訴える自覚症状と検査者によって取得された画像との関連が不明で、画像が
診察に生かされないおそれがある。また、被検者が訴えた自覚症状の箇所が検査者によっ
て撮影されていない場合は、その箇所の画像が存在しないため、診察者はその自覚症状を
訴えた箇所を画像によって診察することができない問題がある。検査者と診察者が同一人
物であっても、後日、診察者が被検者を診察するときに、上記と同様の問題が生じる。
【０００８】
　この発明は上記の問題点を解決するものであり、被検者の自覚症状のある部位を見落と
しなく撮影できるように検査者を支援する超音波診断支援システム、超音波診断装置、及
び超音波診断支援プログラムを提供することを目的とする。また、超音波画像に基づく診
察を行うときに、診察者が被検者の自覚症状を考慮に入れながら診察できるように診察者
を支援する超音波診断支援システム、超音波診断装置、及び超音波診断支援プログラムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、自覚症状ごとに異なる自覚症状マークを予め記憶するマーク
記憶手段と、診察対象の被検者の自覚症状を含む問診情報を受け付ける問診情報受付手段
と、超音波の撮影対象となる前記被検者の部位を表すボディマークを表示手段に表示させ
、前記受け付けた問診情報に含まれる自覚症状に対応した自覚症状マークを前記マーク記
憶手段から取得して、前記ボディマーク上の操作者が指定した箇所に前記取得した自覚症
状マークを重ねて表示させる制御手段と、を有することを特徴とする超音波診断支援シス
テムである。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の超音波診断支援システムであって、
前記制御手段は、複数のボディマークの一覧表と複数の自覚症状マークの一覧表を前記表
示手段に表示させ、前記操作者によって前記ボディマークの一覧表から選択されたボディ
マークを前記表示手段に表示させ、さらに、前記操作者によって前記自覚症状マークの一
覧表から選択された自覚症状マークを、前記選択されたボディマーク上の前記操作者が指
定した箇所に重ねて表示させることを特徴とする。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２のいずれかに記載の超音波診断
支援システムであって、前記被検者に対して超音波を送信し、前記被検者からの反射波に
基づいて超音波画像データを生成する超音波画像データ生成手段を更に有し、前記制御手
段は、前記問診情報と前記ボディマーク上における前記自覚症状マークの位置を、前記生
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成された超音波画像データに関連付けて画像データ記憶手段に記憶させることを特徴とす
る。
　また、請求項６に記載の発明は、自覚症状ごとに異なる自覚症状マークを予め記憶する
マーク記憶手段と、診察対象の被検者に対して超音波を送信し、前記被検者からの反射波
に基づいて超音波画像データを生成する超音波画像データ生成手段と、前記被検者の自覚
症状を含む問診情報を受け付ける問診情報受付手段と、超音波の撮影対象となる前記被検
者の部位を表すボディマークを表示手段に表示させ、前記受け付けた問診情報に含まれる
自覚症状に対応した自覚症状マークを前記マーク記憶手段から取得して、前記ボディマー
ク上の操作者が指定した箇所に前記取得した自覚症状マークを重ねて表示させる制御手段
と、前記問診情報と前記ボディマーク上における前記自覚症状マークの位置を、前記生成
された超音波画像データに関連付けて記憶する画像データ記憶手段と、を有することを特
徴とする超音波診断装置である。
　また、請求項７に記載の発明は、コンピュータに、診察対象の被検者から取得された前
記被検者の自覚症状を含む問診情報を受け付ける問診情報受付機能と、超音波の撮影対象
となる部位を表すボディマークを表示手段に表示させ、前記問診情報ごとに異なる自覚症
状マークを予め記憶するマーク記憶手段から前記受け付けた問診情報に含まれる自覚症状
に対応する自覚症状マークを取得して、前記ボディマーク上の操作者が指定した箇所に前
記取得した自覚症状マークを重ねて表示させる制御機能と、を実行させることを特徴とす
る超音波診断支援プログラムである。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によると、超音波の撮影対象となる部位を表すボディマーク上に、被検者から
取得した自覚症状を表す問診情報に対応する自覚症状マークを表示することで、超音波に
よる被検者の検査時において、被検者が訴えた自覚症状を自覚症状マークで視認により確
認しながら検査を行うことができる。これにより、被検者の自覚症状のある部位を見落と
しなく撮影することが可能となる。
【００１１】
　また、この発明によると、超音波による撮影で取得された超音波画像データに、問診情
報を関連付けて記憶しておくことで、超音波画像に基づく診察を行うときに、診察者は被
検者の自覚症状と超音波画像とを照らし合わせながら診察を行うことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
（構成）
　この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムの構成について、図１を参照して説
明する。図１は、この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムの概略構成を示すブ
ロック図である。
【００１３】
　この実施形態に係る超音波診断支援システムは、画像データ生成部１、制御部６、記憶
部７、及びユーザインターフェース（ＵＩ）１１を備えて構成されている。また、制御部
６、記憶部７、及びユーザインターフェース（ＵＩ）１１によって診断支援装置２０を構
成している。この発明においては、超音波診断支援システムを診断支援装置２０のみで構
成しても良く、画像データ生成部１を加えることで、超音波診断装置としても良い。
【００１４】
　画像データ生成部１は、被検体に対して超音波を送信し、被検体からの反射波に基づい
て断層像データなどの超音波画像データを生成する。画像データ生成部１にて生成された
超音波画像データは表示部１２に出力され、超音波画像データに基づく超音波画像が表示
部１２に表示される。画像データ生成部１は、超音波プローブ２、送受信部３、信号処理
部４、及びＤＳＣ５を備えて構成されている。
【００１５】
　超音波プローブ２には、複数の超音波振動子が走査方向に１列に配置された１次元超音
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波プローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元的に配置された２次元超音波プローブが
用いられる。送受信部３は送信部と受信部を備えている。送信部は、超音波プローブ２の
各超音波振動子に接続され、超音波の送信時に遅延を掛けて送信ビームフォーカスを実施
し、各超音波振動子に電気信号を供給して所定の焦点にビームフォーム（送信ビームフォ
ーム）した超音波を走査させる。受信部は、超音波プローブ２の各超音波振動子に接続さ
れ、各超音波振動子が受波したエコー信号を増幅し、Ａ／Ｄ変換した後、受信指向性を決
定するために必要な遅延時間を与えて加算する。その加算により、受信指向性に応じた方
向からの反射波が強調される。
【００１６】
　信号処理部４は、Ｂモード処理部、ドプラモード処理部、及びＣＦＭ処理部を備えてい
る。送受信部３から出力されたデータは、いずれかの処理部にて所定の処理が施される。
Ｂモード処理部は、送受信部３から出力された信号に対してバンドパスフィルタ処理を行
い、その後、出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対して対数変換による圧縮
処理を施すことで、エコーの振幅情報の映像化を行う。ドプラモード処理部は、公知の連
続波ドプラ法（ＣＷドプラ法）又はパルスドプラ法（ＰＷドプラ法）により血流情報を生
成する。ＣＦＭ処理部は、動いている血流情報の映像化を行い、カラー超音波ラスタデー
タを生成する。ＤＳＣ５（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：デジタルス
キャンコンバータ）は、直交座標系で表される画像を得るために、信号処理部４から出力
されたデータを直交座標で表される画像データに変換する（スキャンコンバージョン処理
）。例えば、ＤＳＣ５は、Ｂモード処理部からの出力に基づいて２次元情報としての断層
像データを生成する。
【００１７】
　ＤＳＣ５から出力された断層像データなどの超音波画像データは、表示部１２に出力さ
れて、超音波画像データに基づく超音波画像が表示部１２に表示される。
【００１８】
　記憶部７は、画像データ記憶部８、マーク記憶部９、及び診察結果記憶部１０を備えて
構成されている。
【００１９】
　画像データ記憶部８には、画像データ生成部１にて生成された断層像データなどの超音
波画像データが記憶される。例えば、制御部６は、被検者を識別するための患者ＩＤなど
の識別情報を断層像データに付帯し、識別情報が付帯した断層像データを画像データ記憶
部８に記憶させる。患者ＩＤなどの識別情報は、操作者（検査者）によって操作部１３か
ら入力される。
【００２０】
　マーク記憶部９には、被検者が訴える自覚症状を表す自覚症状マークが記憶されている
。自覚症状マークは症状ごとに異なるマークであり、複数の自覚症状マークがマーク記憶
部９に記憶されている。また、マーク記憶部９には、超音波撮影の対象部位を表すボディ
マークが記憶されている。
【００２１】
　ここで、自覚症状マークとボディマークの１例について図２を参照して説明する。図２
は、ボディマークと被検者が訴える自覚症状を表す自覚症状マークを示す図である。なお
、この実施形態では、診断部位の１例として乳房を撮影する場合について説明する。
【００２２】
　ボディマーク３１、３２は、乳房の形状を模したマークである。例えば、ボディマーク
３１は被検者の右側の乳房を模したマークであり、ボディマーク３２は左側の乳房を模し
たマークである。また、自覚症状マーク３３、３４、３５は、それぞれ異なる色やパター
ンが施されたマークであり、その色やパターンによって操作者が自覚症状を区別できるよ
うになっている。例えば、自覚症状マーク３３は「しこり」を意味するマークであり、自
覚症状マーク３４は「痛み」を意味するマークであり、自覚症状マーク３５は「はり」を
意味するマークである。このように、被検者が訴える自覚症状ごとに異なる自覚症状マー
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ク３３、３４、３５を予め用意しておき、マーク記憶部９に記憶しておく。なお、図２に
示す例では、３つの自覚症状マークを挙げたが、これらは自覚症状マークの１例であり、
自覚症状に応じた複数の自覚症状マークを予めマーク記憶部９に記憶しておく。
【００２３】
　制御部６は、操作者が操作部１３を用いて指定したボディマークをマーク記憶部９から
読み出し、表示部１２に表示させる。例えば、被検者の右側の乳房を検査する場合、制御
部６は、ボディマーク３１を表示部１２に表示させる。さらに、操作者（検査者）が操作
部１３を用いて入力した自覚症状に対応する自覚症状マークをマーク記憶部９から読み出
し、表示部１２にその自覚症状マークを表示させる。
【００２４】
　例えば、制御部６はマーク記憶部９に記憶されている複数のボディマークの一覧表を作
成し、その一覧表を表示部１２に表示させる。さらに、制御部６はマーク記憶部９に記憶
されている複数の自覚症状マークの一覧表を作成し、その一覧表を表示部１２に表示させ
る。操作者（検査者）は、操作部１３を用いてボディマークの一覧表のなかから撮影対象
となる部位を表すボディマークを選択する。制御部６は、選択されたボディマークを表示
部１２に表示させる。そして、操作者（検査者）は被検者に対して問診を行い、その問診
によって被検者から自覚症状を聞き出す。そして、操作者（検査者）が、操作部１３を用
いて自覚症状マークの一覧表のなかから被検者が訴えた自覚症状を表す自覚症状マークを
選択し、さらに、操作者が、ボディマーク上の被検者が訴えた箇所に相当する位置を指定
する。制御部６は、ボディマーク上における位置の指定を受け付けて、指定された位置に
、操作者によって選択された自覚症状マークを表示させる。
【００２５】
　ここで、ボディマーク上への自覚症状マークの設定例について図３を参照して説明する
。図３は、ボディマークへの自覚症状を表す自覚症状マークの設定例を示す図である。
【００２６】
　操作者（検査者）は、問診を行うことで被検者から取得した自覚症状に対応する自覚症
状マークを選択し、ボディマーク３１上において、被検者が自覚症状を訴えた箇所に相当
する位置を指定する。例えば、被検者が「しこり」、「痛み」、「はり」を訴えた場合、
図３に示すように、操作者は「しこり」を意味する自覚症状マーク３６、「痛み」を意味
する自覚症状マーク３７、「はり」を意味する自覚症状マーク３８を選択し、ボディマー
ク３１上において、被検者が自覚症状を訴えた箇所に相当する位置を指定する。制御部６
は、操作者が操作部１３を用いて選択した自覚症状マーク３６、３７、３８を、操作者が
指定したボディマーク３１上の位置に表示させる。また、自覚症状マークの大きさや形状
を変えることもできる。操作者が操作部１３を用いて自覚症状マークの大きさや形状を指
定すると、制御部６は、指定に応じた大きさや形状に自覚症状マークを変えて表示させる
。
【００２７】
　そして、ボディマーク３１上に自覚症状マーク３６、３７、３８が重ねて表示されてい
る状態で、操作者（検査者）はボディマーク３１上に設定された自覚症状マーク３６、３
７、３８の位置を確認しながら、自覚症状マーク３６、３７、３８が設定された位置に相
当する被検者の箇所に超音波プローブ２を当てる。その状態で、画像データ生成部１は超
音波によって走査を行い、断層像データなどの超音波画像データを生成する。
【００２８】
　以上のように、ボディマーク３１上に自覚症状マーク３６などを重ねて表示することで
、検査者は自覚症状を訴えた箇所を視認により確認しながら超音波による撮影を行うこと
ができる。これにより、被検者が訴えた自覚症状のある部位を見落としなく撮影すること
が可能となる。例えば、被検者が検査者に対して複数の自覚症状を訴えた場合であっても
、ボディマーク３１上に自覚症状マーク３６などを重ねて表示しておくことで、自覚症状
を訴えた箇所や症状を間違えたり、検査すべき箇所を検査し忘れたりする検査不備の発生
を抑えることが可能となる。
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【００２９】
　ここで、画像データ生成部１によって生成された断層像の１例を図４に示す。図４は、
断層像と、自覚症状を表す自覚症状マークが設定されたボディマークを表す画面の図であ
る。
【００３０】
　制御部６は、自覚症状マーク３６、３７、３８が設定されたボディマーク３１を表示部
１２に表示させる。そして、画像データ生成部１によって断層像データが生成されると、
制御部６は、その断層像データに基づく断層像４０を表示部１２に表示させる。
【００３１】
　そして、操作者（検査者）が操作部１３を用いて、撮影箇所をボディマーク３１上で指
定すると、制御部６は指定された位置に撮影箇所を表すマーク４３を表示させる。さらに
、操作者（検査者）が操作部１３を用いて、自覚症状の原因箇所４１に相当する位置を断
層像４０上で指定すると、制御部６は指定された位置にマーク４２を表示させる。図４に
示す例では、マーク４２、４３は矢印の形状を有しているが、矢印以外の形状であっても
良い。
【００３２】
　制御部６は、画像データ生成部１によって生成された超音波画像データに、自覚症状を
含む問診情報と、ボディマーク上における自覚症状の位置を関連付けて画像データ記憶部
８に記憶させる。具体的には、制御部６は、自覚症状マーク３６、３７、３８、マーク４
３及びボディマーク３１と、マーク４２が設定された断層像データとを関連付けて画像デ
ータ記憶部８に記憶させる。
【００３３】
　以上のように超音波画像データと問診情報を関連付けることにより、診察者（医者）が
診察を行うときに、所望の超音波画像データを指定すると、その超音波画像データに基づ
く超音波画像と、その超音波画像データに関連付けられた問診情報が表示部１２に表示さ
れることになる。具体的には、自覚症状マークが設定されたボディマークが表示部１２に
表示される。診察を行うにあたって、診察者（医者）が断層像と自覚症状マークとを見比
べることで、自覚症状を考慮しながら診察を行うことができる。すなわち、被検者が訴え
た自覚症状と検査者によって取得された断層像との関連を考慮に入れながら、診察を行う
ことができる。
【００３４】
　断層像データには患者ＩＤなどの識別情報が付帯されているため、操作者（医者）が操
作部１３を用いて識別情報を入力すると、制御部６は入力された識別情報が付帯した断層
像データを画像データ記憶部８から取得して表示部１２に表示させる。例えば、マーク４
２が設定された断層像データが指定されると、制御部６は、その断層像データに基づく断
層像４０を表示部１２に表示させる。このとき、マーク４２が断層像４０に重ねられて表
示される。さらに、その断層像データには、自覚症状マーク３６、３７、３８、マーク４
３、及びボディマーク３１が関連付けられているため、制御部６は、ボディマーク３１を
表示部１２に表示させ、そのボディマーク３１上に自覚症状マーク３６、３７、３８、及
びマーク４３を表示させる。診察者（医者）は断層像４０に基づく診察を行うにあたって
、自覚症状マーク３６などを参照することで、断層像４０と自覚症状とを照らし合わせな
がら診察を行うことが可能となる。
【００３５】
　そして、診察者（医者）は断層像４０と自覚症状マークを参照しながら診察を行い、操
作部１３を用いて診察の結果を入力する。制御部６は、操作部１３から診察の結果の入力
を受け付けて、自覚症状と診察の結果を関連付けて診察結果記憶部１０に記憶させる。例
えば、制御部６は、操作部１３から入力された診察の結果と、断層像４０に関連付けられ
ている自覚症状マークとを関連付けて診察結果記憶部１０に記憶させる。これにより、自
覚症状と診察の結果が関連付けられる。また、制御部６は、自覚症状ごとに診察の結果を
分類して診察結果記憶部１０に記憶させても良い。
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【００３６】
　以上のように、被検者が訴えた自覚症状と、診察者（医者）が診察した結果とを関連付
けて保存することで、自覚症状と症例の関連の有無や予後の分析に用いることが可能とな
る。
【００３７】
　操作部１３は、キーボード、マウス、トラックボール、又はＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ　Ｃｏ
ｍｍａｎｄ　Ｓｃｒｅｅｎ）などで構成され、操作者による自覚症状マークの指定や、被
検者が症状を訴えた箇所に相当するボディマーク上の位置の指定などを受け付ける。
【００３８】
　制御部６は、超音波診断装置の各部に接続されて各部の制御を行なう。この実施形態で
は、超音波画像データの表示制御、自覚症状マークの表示制御、ボディマークの表示制御
、自覚症状と診察結果の関連付け、操作部１３から入力された自覚症状を含む問診情報の
受け付け、及び、送受信部３による超音波の送受信の制御などを行なう。
【００３９】
　また、制御部６をＣＰＵと、ＲＯＭ、ＲＡＭなどの記憶部とで構成し、その記憶部に超
音波診断支援プログラムを記憶させておき、ＣＰＵが記憶部から超音波診断支援プログラ
ムを読み込んで実行することで、超音波画像データの表示機能、自覚症状マークの表示機
能、ボディマークの表示機能、自覚症状と診察結果の関連付け機能、操作部１３から入力
された自覚症状を含む問診情報の受け付け機能を実行しても良い。
【００４０】
（動作）
　次に、この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムによる一連の動作について、
図５を参照して説明する。図５は、この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムに
よる一連の動作を説明するためのフローチャートである。
【００４１】
（ステップＳ０１）
　超音波による撮影を行う前に、撮影対象の部位を表すボディマークを表示部１２に表示
させる。例えば、制御部６は複数のボディマークの一覧表を作成し、その一覧表を表示部
１２に表示させる。そして、乳腺検診を行う場合、検査者は表示部１２に表示されている
一覧表を参照し、操作部１３を用いて乳房のボディマークを指定する。制御部６は、図２
に示すように、乳房のボディマーク３１又はボディマーク３２をマーク記憶部９から取得
して表示部１２に表示させる。さらに、制御部６は自覚症状を表す自覚症状マーカの一覧
を表示部１２に表示させる。
【００４２】
（ステップＳ０２）
　そして、検査者は被検者に対して問診を行う。
【００４３】
（ステップＳ０３、ステップＳ０４）
　その問診において、被検者が自覚症状を訴えた場合（ステップＳ０３、Ｙｅｓ）、検査
者は被検者が訴えた自覚症状を表す自覚症状マークを操作部１３によって選択し、ボディ
マーク３１上において、自覚症状を訴えた箇所に相当する位置を指定する。制御部６は、
例えば図３に示すように、ボディマーク３１上の指定された位置に自覚症状マーク３６、
３７、３８を表示させる。
【００４４】
（ステップＳ０５）
　そして、検査者は超音波による撮影を行う。このとき、検査者は表示部１２に表示され
ているボディマーク３１を参照し、ボディマーク３１上に表示されている自覚症状マーク
３６、３７、３８の位置を確認しながら、その位置に相当する箇所の撮影を行う。このよ
うに自覚症状マークによって撮影箇所を確認しながら撮影を行うことで、被検者が自覚症
状を訴えた箇所を見落とすことなく撮影することが可能となる。
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【００４５】
　また、被検者が自覚症状を訴えなかった場合（ステップＳ０３、Ｎｏ）、検査者は所定
の撮影条件で撮影を行う（ステップＳ０５）。
【００４６】
　画像データ生成部１は、被検者に対して超音波を送信し、受信した反射に基づいて断層
像データを生成する。制御部６は、断層像データに基づく断層像を表示部１２に表示させ
る。例えば、図４に示すように、制御部６は、ボディマーク３１、自覚症状マーク３６、
３７、３８を表示部１２に表示させ、更に取得された断層像４０を表示部１２に表示させ
る。
【００４７】
（ステップＳ０６～ステップＳ０８）
　そして、検査者は断層像４０を観察し、断層像４０に自覚症状を訴えた箇所が含まれて
いるか否かを判断する。断層像４０に自覚症状を訴えた箇所が含まれていると判断した場
合（ステップＳ０６、Ｙｅｓ）、検査者は操作部１３を用いて、撮影箇所をボディマーク
３１上で指定し、さらに、自覚症状の原因箇所４１に相当する位置を断層像４０上で指定
する。制御部６は、各指定を受け付けて、指定された位置にマーク４２、４３を表示させ
る（ステップＳ０７）。そして、制御部６は、マーク４２が設定された断層像データに、
自覚症状マーク３６、３７、３８、マーク４３、及びボディマーク３１を関連付けて、画
像データ記憶部８に記憶させる（ステップＳ０８）。すなわち、制御部６は、問診情報を
断層像データに関連付けて画像データ記憶部８に記憶させる。また、制御部６は、被検者
を特定するための患者ＩＤなどの識別情報を断層像データに付帯させる。なお、制御部６
は、自覚症状マークなどが関連付けられた断層像４０を印刷部（図示しない）によってプ
リントアウトさせても良い。
【００４８】
　一方、断層像４０に自覚症状を訴えた箇所が含まれていないと判断した場合（ステップ
Ｓ０６、Ｎｏ）、後日、診察者（医者）による診察が必要か否かを判断する（ステップＳ
０９）。そして、後日、診察が必要と判断した場合（ステップＳ０９、Ｙｅｓ）、制御部
６は、断層像データに、自覚症状マーク３６、３７、３８が設定されたボディマーク３１
を関連付けて、画像データ記憶部８に記憶させる（ステップＳ０８）。
【００４９】
（ステップＳ１０）
　そして、他に検査すべき箇所がある場合は（ステップＳ１０、Ｙｅｓ）、ステップＳ０
５からステップＳ０９までの処理を再び実行する。一方、他の検査箇所がない場合は（ス
テップＳ１０、Ｎｏ）、その被検者に対する検査を終了する。
【００５０】
　そして、後日、診察者（医者）が診察を行うときには、患者ＩＤなどの識別情報を操作
部１３から入力すると、制御部６はその識別情報が付帯された断層像データを画像データ
記憶部８から読み出して表示部１２に表示させる。例えば、図４に示すように、制御部６
は、指定された断層像データに基づく断層像４０を表示部１２に表示させる。断層像デー
タには自覚症状マークなどが関連付けられているため、制御部６は、図４に示すように、
断層像４０とともに自覚症状マーク３６などを表示部１２に表示させる。診察者（医者）
は、断層像４０と自覚症状マークを参照することで、自覚症状を考慮に入れた診察が可能
となる。
【００５１】
　そして、診察者（医者）が診察の結果を操作部１３から入力すると、制御部６は入力さ
れた診察の結果と、自覚症状とを関連付けて診察結果記憶部１０に記憶させる。このとき
、自覚症状ごとに診察の結果を分類して記憶させても良い。このように、自覚症状と問診
の結果を関連付けることにより、自覚症状と症例の関連の有無や予後の分析に使用できる
。
【図面の簡単な説明】
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【００５２】
【図１】この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムの概略構成を示すブロック図
である。
【図２】ボディマークと被検者が訴える自覚症状を表す自覚症状マークを示す図である。
【図３】ボディマークへの自覚症状を表すマークの設定例を示す図である。
【図４】断層像と、自覚症状を表す自覚症状マークが設定されたボディマークを表す画面
の図である。
【図５】この発明の実施形態に係る超音波診断支援システムによる一連の動作を説明する
ためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００５３】
　１　画像データ生成部
　６　制御部
　８　画像データ記憶部
　９　マーク記憶部
　１０　診察結果記憶部
　１１　ユーザインターフェース（ＵＩ）
　２０　診断支援装置
　３１、３２　ボディマーク
　３３、３４、３５、３６、３７、３８　自覚症状マーク
　４０　断層像
　４２、４３　マーク

【図１】 【図２】

【図３】
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